
















　変性 DNA で解析可能な single nucleotide polymor-
phisms（SNPs）を特定するため，amplified fragment 
length polymorphism（AFLP）法により SNPs 解析を




るバンドから抽出した DNA の塩基配列中には SNPs17
個が存在した．そのうちマイナー対立遺伝子頻度 0.01 以




ム増幅した時の STR 検出数が DNA0.5 ng を用いて全ゲ
ノム増幅した時や全ゲノム増幅を行わない時の STR 検
出数よりも多い傾向がみられた．以上の結果から，変性












































行った医学部 5 年生のうち，外来診療に参加した 90 名で
ある．方略 1）外来実習前日に症例を基盤とした学生同
士のアドリブロールプレイによる整形外科初診患者診察
シミュレーションを実施，指導医による個別フィード
バックを行った．方略 2）整形外科外来において，学生
が初診患者の診察を実施，指導医が患者診察能力を簡易
版臨床能力評価法（mini-Clinical Evaluation Exercise：
Mini-CEX）で評価し個別フィードバックを行った．評価
方法）方略2の前に方略1の初診シミュレーションを行っ
た群を介入群（N=64），スケジュール等の理由で方略 1
を行わなかった群を非介入群（N＝26）として Mini-CEX
スコア（医療面接，身体診察，コミュニケーション，臨
床推論，プロフェッショナリズム，マネージメント，総
合臨床能力）を比較した．〔結果〕両群間に症例内容，難
易度および Mini-CEX の経験回数に差はなかった．Mini-
CEX スコアのうち身体診察，臨床推論，総合臨床能力に
おいて介入群が有意に高値を示した（p＜0.05）．〔考察〕
臨床実習の場で実践的なシミュレーションとフィード
バックを組み合わせたプログラムを構築・実践したこと
で四肢脊柱臨床技能を，超短期的，平均的には向上させ
た．しかし獲得能力に個人のばらつきがあり，標準的に
臨床技能を獲得・定着できているとは言い難い．学修者
個人の認知負荷の不足が一因の可能性があり，今後獲得
能力の質評価，中長期的評価およびプログラムの質的改
善を要する．
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